
 

 

令 和 ５ 年 １ ０ 月 ２ ４ 日 

第 七 管 区 海 上 保 安 本 部 

 

 

「第 24回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール」審

査結果について 
 

海上保安庁では、小中学生の子どもたちへの海洋環境保全思想の普及を図るととも

に海上保安業務への理解と支援の促進を図ること目的として「第 24回未来に残そう青

い海・海上保安庁図画コンクール」を開催しており、この度、厳正なる審査の結果、

各賞の受賞者が決定しましたので、次のとおりお知らせします。 

 

１ 当管区本部受賞者  

 

① 第七管区海上保安本部長賞 

小学生低学年の部 久原 葉南（くはら はな）さん 五島市立緑丘小学校（２年） 

小学生高学年の部 小島 巧（こじま こお）さん 対馬市立金田小学校（６年） 

 
中 学 生 の 部 松尾 雪音（まつお ゆきね）さん 平戸市立南部中学校（２年） 

② 海上保安協会門司地方本部長賞 

小学生低学年の部 辻口 桂衣（つじぐち けい）さん 対馬市立鶏鳴小学校（２年） 

小学生高学年の部 植田 仁（うえだ ひとし）さん 福岡市立城南小学校（４年） 

中 学 生 の 部 片山 瑞稀（かたやま みずき）さん 別府市立青山中学校（２年） 

 

２ 応募期間、応募数等  

① 主催等 ：主催 海上保安庁 

共催 公益財団法人 海上保安協会 

②  応募期間：令和５年６月１日（木）～ 令和５年９月８日（金） 

③  応募点数：小学生低学年の部  331点（全国 5,181点） 

        小学生高学年の部  398点（全国 5,318点） 

        中学生の部    672点（全国 6,201点） 

        合計       1,401点（全国 16,700点） 

 

３ 審査  

審査は、令和５年９月 21日（木）に（公益社団法人）福岡県美術協会会員、10

月３日（火）に第七管区海上保安本部長等により行いました。 

 

 

【問合せ先】 

第七管区海上保安本部 

 警備救難部 環境防災課 

課長 横手 幹雄 

TEL 093-321-2931(内線 3310) 

 

 
 

 



 

４ 受賞作品  

別紙参照 

 

５ 作品の展示  

受賞作品（レプリカ）を以下のとおり展示致します。 

   展示期間：令和５年 11月 27日（月）～ 令和６年１月８日（月） 

展 示 物：第 24回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール 

第七管区海上保安本部長賞受賞作品 ３点 

海上保安協会門司地方本部長賞受賞作品 ３点 

展示場所：水環境館 展示スペース 

（北九州市小倉北区船場町 1-2） 

 

 

６ 図画コンクール受賞作品画像の提供  

受賞作品画像については、オンラインストレージにより提供いたします。 

 

７ 参考  

  当管区本部受賞者のほか、海上保安庁（本庁）における審査の結果、特別賞（国

土交通大臣賞）１点、海上保安庁長官賞３点、海上保安協会会長賞３点、計７点の

受賞作品が決定しています。  

詳細については、当庁ホームページを参照ください。 

（https://www.kaiho.mlit.go.jp/mission/kankyou/kaiyoukankyou.html） 

 

展示場所 

水環境館（紫江’S地下） 



別紙

第24回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール受賞作品

☆第七管区海上保安本部長賞 ☆

審査員のコメント
大きなくじらが色彩豊かに表現され

ています。くじらの黒い描線の効果で、
画面を引き締めています。小さな魚た
ちとの関わりも楽しい画面を構成して
います。ゆうゆうと泳ぐくじら達。ぼ
かし技法を使い、きれいな色で動きが
ある。くじらの表情が楽しい。伸び伸
びとしていた。

審査員のコメント

大きな魚を釣り上げた喜びと驚
きの表情が、画面いっぱいにあふ
れた作品です。大きな魚をとらえ
た喜びの表情が良く出ている力強
い作品だ。魚の表情、人間の表情
に、自然と湧き出てくるのびのび
とした様子を感じた。

審査員のコメント

海中を泳ぐカメを細やかな筆致で
描いています。白い線描が軽やかで、
溝の動きを優しく表現しています。
細やかな表現力でとても丁寧に描か
れていて、色使いが良い。やさしい
色使いだが、とても生き生きとして
いる。カメを上手く表現し、美しい
色彩で描いている。

☆海上保安協会門司地方本部長賞 ☆

審査員のコメント

魚をくわえた鳥が、スピード感の
ある速度の筆致で上手く表現されて
います。空を飛ぶ水鳥の様子が良く
とらえられており、しっかりとした
描画力だ。直接の海の生物とは関係
ないが、魚をとらえる嘴の鋭さに、
他とは違う海の生活の厳しさを強く
感じた。

審査員のコメント

波打ちぎわで、二人の子供がバケ
ツを持って歩いています。バケツの
中には何が入っているのか見る人の
想像力を掻き立てられる作品です。
子供二人が海辺に立ち、しっかりと
したデッサン力です。子供は後ろ姿
だが、顔の表現が伝わってくる。少
年二人の渚の水音が聴こえるような
良い作品です。

小学生低学年の部
五島市立緑丘小学校（２年）
くはら はな

久原 葉南さん

小学生高学年の部
対馬市立金田小学校（６年）
こじま こお

小島 巧さん

中学生の部
平戸市立南部中学校（２年）
まつお ゆきね

松尾 雪音さん

小学生低学年の部
対馬市立鶏鳴小学校（２年）

つじぐち けい

辻口 桂衣さん

小学生高学年の部
福岡市立城南小学校（４年）
うえだ ひとし

植田 仁さん

中学生の部
別府市立青山中学校（２年）
かたやま みずき

片山 瑞稀さん
審査員のコメント

対馬の地図を上手に画面構成に取
り入れています。巡視船や魚たちを、
点描で細かく表現されています。点
描で描かれ、力強い表現。汚れのな
い海になる想いが伝わる。バックの
色が素敵だ。海との楽しい生活の匂
いがする。


